
法
隆
寺
の
す
ぐ
北
側
に

は
な
だ
ら
か
な
山
が
続
い

て
い
る
。
そ
の
為
、
法
隆

寺
見
学
に
は
通
常
南
の
方

か
ら
法
隆
寺
に
向
か
っ
て

歩
く
。

今
回
は
法
隆
寺
を
通
り

越
し
て
す
ぐ
北
側
の
山
麓

に
上
が
っ
た
。
山
麓
に
は

幾
つ
も
の
溜
池
が
あ
る
。

そ
の
溜
池
の
一
つ
天
満
池

の
土
手
か
ら
は
法
隆
寺
が

す
ぐ
下
に
見
え
る
。

五
重
の
塔
、
宝
物
殿
の

先
に
は
大
和
盆
地
の
住
宅

街
、
田
畑
が
拡
が
っ
て
い

る
。
法
隆
寺
の
手
前
に
は

今
は
農
家
が
あ
り
、
そ
の

作
業
小
屋
が
あ
る
。

聖
徳
太
子
の
頃
に
は
、

条
里
で
区
切
ら
れ
た
田
畑

が
あ
り
、
そ
こ
か
し
こ
に

竪
穴
式
住
居
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
屋

根
の
て
っ
ぺ
ん
近
く
か
ら

炊
煙
が
ゆ
っ
た
り
と
上
が
っ

て
い
た
だ
ろ
う
。

遠
く
南
の
方
に
は
吉
野

に
連
な
る
山
々
が
霞
ん
で

い
た
。
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法

隆

寺

遠

景

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
三
井

二
〇
一
八
年
九
月

２０１８年の写生会で

忖
度
政
治
は
続
い
て
い
る

｢

ア
ベ
と
麻
生
の
意
向

を
忖
度
し
て
関
門
海
峡
を

渡
る
新
し
い
道
の
調
査
を

国
の
事
業
に
格
上
げ｣

と

塚
田
国
交
副
大
臣
が
福
岡

県
知
事
候
補(
自
民
推
薦)

の
応
援
で
発
言
。
モ
リ
カ

ケ
同
様
国
政
を
私
物
化
す

る
発
言
。
び
っ
く
り
。

与
党
の
ト
ッ
プ
が
こ
う

だ
か
ら
、
当
然
自
公
の
地

方
議
員
も
そ
れ
を
見
習
う
。

横
浜
市
長
は｢

横
浜
市

に
は
お
金
が
な
い
か
ら
中

学
校
給
食
は
出
来
な
い｣

と
云
う
。
他
方
、
横
浜
駅

西
口
の
44
階
建
て
外
国
人

向
け
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
横
浜
市
は
40
億
円
補

助
。
与
党
議
員
は
裏
で
ど

う
動
い
た
の
か
な
あ
？

カ
ジ
ノ
で
は

ト
ラ
ン
プ
の
要
求
で
カ

ジ
ノ
解
禁
。
そ
の
カ
ジ
ノ

を
作
る
に
は
交
通
網
整
備

や
イ
ン
フ
ラ
に
税
金
が
使

わ
れ
る
。｢

横
浜
駅
か
ら

海
底
ト
ン
ネ
ル
を
作
れ｣

等
、
儲
か
る
事
業
に
群
が

る
人
が
い
る
。

消
費
税
10
％
で
は

消
費
税
が
10
％
に
上
げ

ら
れ
る
と
、
二
〇
二
〇
年

度
の
国
民
全
体
の
消
費
税

負
担
は
二
〇
一
八
年
度
の

５
兆
円
増
。
二
〇
一
九
年

度
の
増
分
は
そ
の
半
分
。

消
費
税
が
上
が
っ
て
も
賃

金
は
増
え
な
い
。
だ
か
ら
、

庶
民
の
財
布
か
ら
出
る
金

額
は
同
じ
。
商
品
を
売
る

側
で
は
税
込
み
売
上
げ
は

同
じ
で
も
、
売
る
実
質
は

減
る
。
景
気
が
悪
く
な
る
。

平
和
憲
法
の
日
本
は
外

交
で
平
和
を
守
る
べ
き
な

の
に
、
ア
ベ
は
北
と
は
交

渉
せ
ず
に
ト
ラ
ン
プ
任
せ
。

ご
機
嫌
取
り
で
５
兆
円
も

武
器
爆
買
い
。

そ
の
為
に
消
費
税
増
税

か
？

忖 度 列 島 ど こ ま で ？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


